


 

1.知能検査によるアプローチ 

 1981 年 4月以来 1982年 11月までに170名の検査を実施した。原則として 6歳未満には,

「TK 式田研・田中ビネー知能検査」(86 名),6歳以上には「WISC-R」(84 名)を使用した。

なお「WISC-R」は,知識・単語.数唱・絵画完成・絵画配列・積木模様の6種目に限定した。 

 平均 IQ は,田中ビネー107.5,WISC-R93.0 であり,田中ビネーの方が多少高目であった。

WISC-R を使用した 6 歳以上を 12 歳を境にして 2 群にわけて比較すると(つまり,小学生群

と中高生群),小学生群が 97.3,中高生群が 84.3 であった。先天性心疾患児の場合,年長児

になるにつれて知能面の問題が生じやすいものと思われ,これには不完全就学などの知的

訓練の不足が影響するように思われる。田中ビネー使用の幼児群は,割合に知能は良いが,5

歳児をとりあげると,歴年令相当問題と最高通過問題との距りが大きく,平均 19 ヶ月であ

った。知能構造に,幼い面と大人びた面とが含まれ,不均衡のように思われる手術前後の IQ

比較を 24 名について検討中であるが,全般的には若干上昇しており,疾患の軽度の児にそ

の傾向が見られる。 


